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新型コロナウイルス感染症対策として，公共施設・事業所の衛生対策や事業継
続支援，消費喚起対策等，雇用や暮らしを守る施策などを行いしました。あわせ
て,「健全な財政」をめざし，将来負担の軽減に努めました。
◆新型コロナウイルス感染症対策

・特別定額給付金，子育て世帯臨時特別給付金
・飲食店等賃料補助，デリバリー・テイクアウトの推進
・プレミアム付き商品券 等

◆まちの発展・学びのまちづくり
・安宅新地区(新産業団地)の土地区画整理
・松東地域こども園，のしろ児童館の整備
・GIGAスクールの推進(1人1台タブレット) 等

◆健全な財政
・市債残高について，全会計で約10億円，11年間累計で約245億円の改善

令和元年度の小松市の決算情報をもとに，まちづくり・ひとづくりを進めるうえで
「どのようにお金が使われたのか」「小松市の財政はどのような状態なのか」をお
知らせします。

小松市イメージキャラクター『カブッキー』

財政のすがたを分かりやすく

令和２年度の小松市の決算情報をもとに，まちづくり・ひとづくりを進めるうえで
「どのようにお金が使われたのか」「小松市の財政はどのような状態なのか」をお
知らせします。
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令和２年度決算の特徴
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←入力済

一般会計の内訳は ⇒ ２ページへ　　特別会計・企業会計の内訳は ⇒ ８ページへ

市の会計は，仕事の目的や種類によって大きく3つに分かれています。

[一般会計] … 税金などを使って，福祉，教育，道路や公園の整備，ごみ処理など市の基
本的な仕事をする会計です。

[特別会計] … 国民健康保険，介護保険などの事業は，保険料などの市税以外の特定の
収入によって運営するものであり，一般会計と分けて経理した方が適当です。
このような場合に設置するのが 特別会計であり，小松市では５つの特別会計
を設置しています。

[企業会計] … 水道や下水道，病院は，料金収入を主な財源として民間の企業活動に近
い仕事をする事業です。このような場合に設置するのが企業会計であり，
小松市では３つの企業会計を設置しています。

行政の仕事は広範多岐にわたるので，特定の事業の会計を分けることによって収支を明確
にしています。

一般会計

589.7億円

52.3%
特別会計

311.4億円

27.6%

企業会計

226.7億円

20.1%

全 会 計

1127.8億円

（966.2億円）

市民１人当たり
1,051,621円

（ ）内は前年度数値

(212.5億円)

(307.8億円)

(445.9億円)

１年間（４月１日から翌年の３月３１日まで）に予算で決められたお金の使い道に

沿って，実際にどのようにお金が使われたかを表すものです。

決算って何？

１年間でいくらお金を使ったの？
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（単位：億円）
金　額

A 598.4

B 589.7

C（=A-B） 8.7

D 2.4

E（=C-D） 6.3

←入力済

説　明項　目

実質収支額

翌年度繰越額

歳入歳出差引額

歳出総額

歳入総額

令和3年度に繰り越した事業に充てる財源

年間の収入総額

年間の支出総額

形式的な収支

実質的な収支

一般会計の内訳は？

560.0

565.0

570.0

575.0

580.0

585.0

590.0

595.0

600.0

歳入（598.4億円） 歳出（589.7億円）

形式的な収支

8.7億円

実質的な収支

6.3億円

令和2年度の小松市の

一般会計の決算額は，

歳入が598.4億円

歳出が589.7億円

になったんだね！

それぞれの中身は，次の

ページから紹介するよ！

○歳入歳出差引額（形式的な収支）＝歳入総額－歳出総額
単純な歳入と歳出の差引で，8.７億円のプラスとなっています。

○翌年度繰越額
令和２年度中に完成しなかった工事代金など翌年度へ繰り越した事業のために
とっておかなければいけなくなったお金が２.4億円あります。

○実質収支額（実質的な収支）＝歳入歳出差引額－翌年度繰越額
歳入総額と歳出総額の純粋な差引きである形式的な収支から翌年度繰越額を

差引いた金額のことです。令和２年度は，６．３億円のプラスとなっています。

○実質収支額の使い道
実質収支額の２分の１以上を年度間の財源の不均衡を調整するための財政調

整基金へ積立て，残額を翌年度に行う事業の財源としています。

実質収支額は 6.3億円

令和3年度に繰り越した

事業に充てる財源 2.4億円
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◇自主財源・依存財源とは

　

歳入(収入)の内訳は？

何にお金を使ったの？

自主財源

188.5億円

31.5%

依存財源

409.9億円

68.5%

市税

157.5億円

26.3%

使用料・手数料など

7.4億円

1.2%

その他

23.6億円

4.0％

国・県からの補助金

252.9億円

42.2％

地方交付税

66.8億円

11.2%

市債

53.9億円

9.0%

譲与税・交付金 36.3億円 6.1%

歳 入

598.4億円

（４５４．３億円）

（ ）内は前年度数値

令和２年度の収入の中で大きな割合を占めているのは皆さんが納めている市税（前年度比
９．１億円減）で歳入の２６．３％を占めています。

前年度と比較すると，歳入全体として１４４．１億円増額しています。
大きな理由としては，１人あたり１０万円給付の「特別定額給付金」や地方創生臨時交付金

など新型コロナウイルス感染症関連などにより，国・県からの補助金が143.9億円増額して
います。

歳入の内容

○自主財源
市が自主的に集めることができる財源
市税，負担金や使用料，繰入金など

○依存財源
国や県により決定される財源
国・県支出金，地方交付税，地方
譲与税，市債など

直間比率見直しにより依存財源が増加す
る傾向がありますが，自主財源の確保に
努めながら，様々な財源を活用し，まちの
発展やくらしの充実を図っています。

0.0

200.0

400.0

600.0

H30 R1 R2

206.3 199.3 188.5

266.4 255.0 

409.9 

自主財源 依存財源

(億円)

(68.5%)

(31.5%)(43.9%)(43.6%)

(56.1%)(56.4%)
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市税の推移を見てみよう

　　　　　　◇地方消費税交付金とは

　

地方消費税交付金の使途の内訳について （単位：億円）

社会福祉 121.4 77.0 5.0 1.2 6.0 32.2

社会保険 35.2 6.8 0.0 0.0 4.5 23.9

保健衛生 17.9 1.5 0.0 1.2 2.4 12.8

合　計 174.5 85.3 5.0 2.4 12.9 68.9

特定財源

地方消費税

交付金充当額

一般財源

財源内訳

対象経費 決算額

その他その他市債国県支出金

メ モ

0

15

30

H30 R1 R2

12.6 12.0 11.8 

8.7 8.3 
12.9 

従来分 消費税率引上げ影響分

間接税である消費税のうち一部は,
「地方消費税交付金」として市へ交付
されます。
平成26年４月及び令和元年10月

からの地方消費税率の引上げ分は，

下記のように社会保障の充実・安定
化に向けた取組みに使うこととされて
います。

0

50

100

150

200

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

18.4 19.4 19.2 19.0 19.4 19.2 19.5 19.5 18.9 
14.4 17.5 23.1 19.2 12.7 14.9 23.6 18.3 9.3 

53.0 53.3 53.9 55.0 55.9 56.7 
58.3 59.5 

60.3 

66.0 66.2 66.1 65.6 67.0 67.4 
68.6 69.3 

69.0 
固定資産税

個人市民税

法人市民税

その他

158.2158.8

(億円)

(億円)

162.3

21.3

156.4151.8 155.0

グラフは，市税の推移を示しています。平成21年度以降，リーマンショック後では150億円
～160億円程度で推移し，平成30年度には製造業の好況などにより170億円に達しまし
た。
令和２年度は個人市民税については前年度を上回る税収となりましたが，税制改正や新型

コロナウイルス感染症による経済停滞の影響等で法人市民税が前年比９．０億円減少しました。
市税全体では，前年度と比べて９．１億円減の１５７．５億円となりました。

2４．７

170.0 １５７．５

20.3

１６６．６
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社会保障費の推移

歳出(支出)の内容は？

0

50

100

150

H20 H29 H30 R1 R2

児童福祉費

高齢者福祉費

社会福祉費

生活保護費

その他

・・・

(億円)

86.6

1４４.8
131.9129.9

社会保障費

144.8億円

24.6%

公債費

57.5億円

9.8%

建設事業費

70.8億円

12.0%

人件費

56.6億円

9.6%

物件費・維持補修費

70.2億円

11.9%

上下水道・市民病院への支出

29.7億円 5.0%

補助費等

155.4億円

26.3％

その他 4.7億円 0.8%

（ ）内は前年度数値

歳 出

５８９．７億円

（４45.9億円）

社会保障費は，少子高齢社会が進む中，年々増加しており，平成20年と比べて約1.７倍に，

前年度と比べて5.2億円増加しています。

令和元年10月から幼児教育・保育無償化が開始され，令和２年度から通年化されました。

性質別では，子育て・医療・介護などの「社会保障費」

に２４．6％のお金が使われているよ！

139.6

(億円
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建設事業費，公債費は減少傾向

0

30

60

90

120

H28 H29 H30 R1 R2

35.2 

77.0 

49.8 

25.0 
39.0 

28.3 

32.7 

42.0 

39.1 
31.8 

補助事業 単独事業

40

60

80

H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2

70.0 

61.7 
58.7 

57.5 

令和２年度の建設事業費の目的別の内訳は，上のグラフのとおりとなっています。
主なものとしては，松東みどり学園や松東地域こども園，のしろ児童館の建設(民生費)，

ICT教育環境(GIGAスクール)の整備(教育費)などを行い，前年度と比べて６．７億円増
額しました。
公債費（建設事業等施工のため借り入れた借金の返済）は，平成22年度の70.0億円をピークに

減少傾向となっており，令和２年度は５７．５億円となっています。
今後も市債（借金）の発行を抑制しつつ，まちの発展・くらしの充実に取り組みます。

建設事業費推移 公債費推移

(繰上償還を除く)

商工費 2.2億円 3.1% 総務費 3.4億円 4.8%

衛生費 0.6億円 0.8%

農林水産業費

6.4億円 9.0%

民生費

9.4億円 13.3%

土木費

23.5億円 33.2%

消防費

1.1億円 1.6%

教育費

24.2億円 34.2%

建設事業費

７０．８億円

（６４．１億円）

（ ）内は前年度数値

(億円) (億円)
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←入力済

歳出(支出)の目的別の使い道は？

議会費

3.3億円 0.6%

総務費

144.8億円

24.6%

民生費

161.5億円

27.4%

衛生費

29.0億円 4.9%

労働費

0.2億円 0.0%

農林水産業費

14.7億円 2.5%

商工費

16.1億円

2.7%

土木費

58.5億円

9.9%

消防費

12.9億円

2.2%

教育費

91.2億円

15.5%

公債費

57.5億円

9.7％

歳 出

５８９．７億円

（４４５．９億円）

（ ）内は前年度数値

議会費・・・議会の運営

総務費・・・市政の運営，税金や戸籍の事務など

民生費・・・医療や介護，子どもや障がいのある方，お年寄りへの福祉サービスなど

衛生費・・・母と子やお年寄りの保健の充実，ごみ処理など生活環境の整備

労働費・・・働く人への支援

農林水産業費・・・農林水産業，中山間地域の振興

商工費・・・商工業振興，産業の育成・誘致 など

土木費・・・道路・公園・住宅などの管理・整備

消防費・・・消防の活動，防災整備

教育費・・・学校教育・生涯学習・文化振興 など

目的別では，福祉にかかる経費である「民生費」

に一番多くのお金が使われているね！

目的別の主な支出の内容
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特別会計（５会計） （単位：億円）

会　計　名 収 入 支 出 差 引

国 民 健 康 保 険 97.9 97.3 0.6

介 護 保 険 100.1 98.2 1.9

後期高齢 者 医療 15.8 15.8  - 

産 業 団 地 6.9 6.9  - 

公 債 管 理 93.2 93.2  - 

合 計 313.9 311.4 2.5

企業会計（３会計） （単位：億円）

収 入 支 出 差 引 収 入 支 出 差 引

水 道 27.2 21.4 5.8 0.9 16.0 ▲ 15.1

下 水 道 41.4 40.1 1.3 26.4 44.9 ▲ 18.5

市 民 病 院 95.6 90.1 5.5 12.2 14.2 ▲ 2.0

合 計 164.2 151.6 12.6 39.5 75.1 ▲ 35.6

　　　　　　　企業会計のしくみ

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支
会　計　名

産業団地の造成

事　業　内　容

自営業者や退職者などの医療保険

施設介護，在宅介護等の保険

広域連合による75歳以上の医療保険

借金の返済管理

企業会計には２つの財布があります。
[収益的収支] … 事業を運営するために１年間にかかった経費と収入を管理する財布。

事業の黒字・赤字はこの財布の中身を見れば分かります。

[資本的収支] … 事業の運営とは別に，施設の建設や設備投資の収支をやりくりする財布。
借金の借入・返済もこの財布で管理しています。

このほかに，企業会計には内部留保資金というものがあります。内部留保資金とは事業を運
営して生じる純利益や現金支出の伴わない費用から生じるものです。
上の表では，資本的収支が赤字になっていますが，不足分は内部留保資金で補っています。

特別会計・企業会計の内訳は？
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1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 2.1 2.1 1.1 1.1
1.1

2.4 2.4 2.4 2.4 3.3 3.3 4.0 4.7 3.9 4.2 3.3
3.3

16.3 18.8 19.0 20.2 21.8
23.3 25.3

25.1
22.9 22.2

21.2 20.1

19.8

22.3 22.5 23.7
26.2

27.7
30.4

31.9
28.9

27.5
25.6 24.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

減債基金 地域経済活性化対策基金 財政調整基金

小松市の市債（借金）の残高は，平成21年度の1,434億円をピークに借入れの抑制や繰上
返済を行ったことなどにより，平成22年度以降は減少に転じています。
令和２年度は市債残高を約1０億円改善し，全会計の残高は約1,1８9億円となり，1０年間で

200億円圧縮するという目標を達成しています。

1,434

1,306 
1,230 1,218 1,199 1,189 

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

H21 ･･･ H28 H29 H30 R1 R2

一般会計

下水道

市民病院

その他会計・・・

(億円)

市債（借金）はいくらあるの？

ピーク

貯金はいくらあるの？

貯金（主要３基金・決算積立後）は，複数年度間の財源調整等のために確保するもの
で，令和２年度末は，２４．５億円となっています。
今後も，様々な財政需要に対応できるよう貯金を確保しつつ，将来負担軽減へ取り組みま

す。

11年間で
245億円の減少

主要３基金残高（決算積立後）(億円)

9



　

 ◎矢印は前年度との比較です

※類似都市とは？

　

令和２年度の普通会計決算を全国の類似都市(３０市)や県内11市と比べてみましょう。

小松市と同じ類型（人口が10万人以上15万人未満，産業構造が第2次産業＋第3次産業が
90％以上かつ第3次産業が65％未満）の都市で，全国に30団体あります。

小 松 市 0.7１０
類似30都市平均 0.８２７

県内11市平均 0.5６０

財政力の強さ（財政力指数)

小松市の順位

第23位→
第３位 →

※財政力指数
必要な財源をどれだけ自力で調達で

きるかを表す指数。数値が大きいほど
財政力が強い。

小松市は，収入に対する借金返済の割合を表す「実質公債費比率」，借金残高の割合を
表す「将来負担比率」は減少傾向にありますが，類似都市や県内11市と比較して，高い水準
となっています。
ひきつづき国や県などからの補助金の活用や民間活力の導入などを図りながら，将来負担

の軽減を図ることが重要な課題となっています。また，まちを発展させ，税収を確保することも
同様に重要な課題です。

小松市と類似都市を比べると…

小 松 市 1２．９％
類似30都市平均 5.１％
県内11市平均 ９.7％

収入に対する借金返済の割合

（実質公債費比率）

小松市の順位

第30位→
第9位↑

※実質公債費比率
収入額のうち借金の返済に使った金

額の割合。数値が大きいほど借金返済
の負担が重い。

小 松 市 9３．１％
類似30都市平均 91.３％
県内11市平均 9３．４％

財政の弾力性（経常収支比率）

小松市の順位

第１９位↑ 
第５位 ↑

※経常収支比率
市税などの経常的な収入に対する経常

的な経費の割合。数値が大きいほど財政
の弾力性が低く，自由な政策に使えるお
金が少ない。

小 松 市 1３７．６％
類似30都市平均 ２２．９％
県内11市平均 ６２．８％

収入に対する借金残高の割合

（将来負担比率）

小松市の順位

第30位→
第11位→

※将来負担比率
収入額に対する市債などの負債残高

の割合。数値が大きいほど将来支払う
負債の残高が多い。

小松市の財政水準は？
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36,200

147,579

ひとり親世帯の子育て支援，１世帯５万

円，第２子以降一人につき３万円加算
128,232

子育て世帯臨時特別給付金費…………………
児童手当受給者に児童１人あたり
１万円給付

「Ｇｏ　Ａｒｏｕｎｄこまつ」消費
喚起促進費

………

観光ブランド力･誘客推進費……………………宿泊施設，観光施設への応援金 45,259

高校生・大学生等学習エール費……
小松市で学ぶ高校・大学・受験生
等に１人あたり１万円を給付

60,133

経営モデルチェンジ支援費…………
事業者が行う感染症対策等への支
援

168,776

新たな旅行スタイル実証費…………………withコロナ期に楽しむ「こまつ旅」 23,234

プレミアム付き商品券 244,914

単位：　千円

285,964

こども園等における感染症対策(空
気清浄機 等)

39,375

１．新型コロナウイルス感染症対策

特別定額給付金給付費………………… 10,777,400１人あたり10万円の給付

クリーン作戦＆定員ハーフ，飲食店
等賃料補助 等

新型コロナウイルス感染症
経済対策費

………

新型コロナウイルス感染症
対策費

………

84,000

スクールアメニティ推進費……………………

予防接種費……………………

学校保健推進費……………………

ひとり親世帯臨時特別給付
金費

………

新生児特別給付金費…………………
国の特別定額給付金の基準日以
後に出生した乳児に市独自給付

小中高校の感染症対策（空気清浄
機 等）

感染症の同時流行防止のため，イ
ンフルエンザ予防接種への助成

33,278

学校施設の手洗い自動水栓化 65,045

食育奨励給付金費…………………
未就学児～中学生を対象とした家
庭での食育推奨のための奨励金

151,847

主な事業の内容
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日本遺産サミット開催準備費……………………………
令和３年１１月開催に向けたプロ
モーション活動　等

3,038

航空プラザ魅力アップ費…………………………………政府専用機の展示整備 12,999

江戸古民家の里創生費…………………………

KUTANismの推進 ，九谷焼の誘
客拡大事業への補助金　等

里山地区の古民家を宿泊施設にリ
ニューアル

50,172

60,000

安宅公園リニューアル整備費…………………………………トイレ施設等の整備 33,827

こまつ五彩ブランド推進費…………………………………

特別道路整備費………………… 金屋花坂線(能美大橋)　等 86,838

橋りょう改修等整備費…………………………………
長寿命化修繕計画(443橋)
補修工事(住吉橋 等)，撤去工事

255,545

環境王国拠点施設整備費…………………旧西尾小学校跡地のリニューアル 178,400

3．観光・文化の推進

53,491

安宅の関整備費…………………………ものがたり館リニューアル　等

2．まちの成長・発展に向けて

安宅新地区土地区画整理費…………………航空・輸出・物流産業の創出につ
ながる新産業団地(事業計画等)

27,300

小松駅ターミナルプラン推進費…………………
小松東西広場整備実施設計，プロ
ジェクションマッピング整備　等

84,787

北国街道無電柱化整備費…………………龍助町～西町までの無電柱化推進 236,536

幸八幡線整備費…………………
国道305号と8号を繋ぐ道路整備
のための用地費，補償費

222,182
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コミュニティ棟改修(空調設
備,LED化 等)(実施設計）

13,011こまつドーム改修費……………………………

私立幼稚園施設利用給付費…………………………
子育てのための施設利用給付，預か
り保育事業(私立未移行幼稚園)

28,518

4．環境・景観の保全

未来につなぐ森林づくり推進費…………………………
森林整備（瀬領・大杉・安宅・木
場）

3,465

フローラルこまつ推進費…………………………………
小松運動公園バラ園拡張整備，芦
城公園藤棚増設　等

54,616

ＳＤＧｓ未来都市推進費…………………………………第２次こまつ環境プラン策定　等 15,037

小松総合体育館改修費補助金……………………………空調設備の新設 等（実施設計） 7,271

汚泥処理施設の改築負担金 94,921
小松加賀衛生センターし尿
処理施設改築負担金

………

5．東京オリパラとスポーツの推進

東京オリパラ推進費……………………………
東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ事前合宿
受入，記念ﾓﾆｭﾒﾝﾄ制作 等

13,026

体育施設整備費……………………………
末広テニスコートLED照明設置
等

127,174

認定こども園等児童運営費……………………………幼児教育・保育無償化により増加 4,543,793

こども医療費…………………………………
18歳未満の子どもの医療費の自
己負担分無料

354,746

蓮代寺こども園 等への整備補助 522,713
私立認定こども園・保育所
施設整備費

………

6．健康・福祉・安心の向上

松東地域こども園整備費…………………………金野・瀬領保育所の統合園整備 67,083

児童センター施設整備費…………………………………のしろ児童館の建替え 322,300
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空調改修，トイレ改修，利用スペー
ス拡充 等

214,107

松東みどり学園整備費 …………………………
小学校３校・中学校１校を再編した
義務教育学校の整備

1,046,692

保育士職場環境支援費………………………
保育補助者等の雇用や保育士の
住居借上げに対する補助

29,693

自立支援給付費………………………
障がい福祉サービスの利用に対す
る給付

1,909,002

障がい者医療費………………………保険診療の自己負担分の補助 329,007

有害鳥獣対策費………………………クマによる人身事故への対応 等 24,583

除雪費…………………………………12月，１月の大雪への対応 等 398,452

7．学びのまちづくり

ＩＣＴ教育環境推進費
(GIGAスクール推進)

………
全ての小中学校児童生徒への１人
１台タブレット端末の整備

514,672

放課後児童健全育成推進
費(学習支援機器)

………
放課後児童クラブにタブレット端末
の配置

2,079

小・中学校校舎等改修費…………………………………
向本折小・荒屋小・芦城中の空調
復旧 等

561,575

はつらつまちづくり推進費…………………………………
地域協議会活動支援，はつらつ環
境整備助成

37,153

市民協働推進費…………………………100クラブ活動助成 等 4,683

公立小松大学運営費…………………………………

高大連携推進費…………………………………
公立小松大学・日大藝術学部教授
による講座 等

138

学習等供用施設建設費 …………………………………安宅，符津，沖 等 169,019

大学運営（開学３年目）のへの交
付

1,171,019

市立高校活性化推進費…………………………………
全ての生徒への１人１台のタブレッ
ト端末の整備

33,592

芦城センター改修費 …………………………………
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